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環
境
負
荷
を
減
ら
す
様
々
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
に
よ
る
資
金
調
達
の
可

能
性
が
高
い
業
種
で
あ
る
と
言
え

る
。
物
流
事
業
を
運
送
、
倉
庫
に

分
け
て
考
え
る
と
、
ま
ず
運
送
に

関
し
て
言
え
ば
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

・
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
導
入

や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
、
Ｉ
Ｔ

(

情
報
技
術)

導
入
に
よ
る
輸
送
シ

ス
テ
ム
の
効
率
化
な
ど
が
あ
る
。

倉
庫
に
関
し
て
言
え
ば
、
物
流
倉

庫
の
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
対
応
な
ど
が

環
境
に
好
影
響
が
見
込
め
る
対
象

事
業
・
ア
セ
ッ
ト
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
起

債
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
考
え
た
い
。
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
は
通
常
の
社
債
発
行
と
比
べ

資
金
使
途
の
特
定
、
資
金
管
理
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
評
価
な
ど
の
手
間

と
コ
ス
ト
が
掛
か
る
。
そ
う
し
た

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
な
が
ら
も
、

そ
れ
で
も
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
発

行
が
増
加
す
る
の
に
は
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
か
ら
だ
。

例
え
ば
、
調
達
資
金
を
充
当
す

る
事
業
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
に

訴
求
し
、
発
行
体
組
織
の
社
会
的

責
任
を
積
極
的
に
果
た
す
証
し
に

で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加

え
て
、
先
行
事
例
に
も
見
ら
れ
る

の
が
、
通
常
の
社
債
に
比
べ
て
、

購
入
す
る
投
資
家
の
顔
ぶ
れ
が
多

様
化
し
た
と
い
う
事
後
的
な
効
果

で
あ
る
。

物
流
業
界
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
業
界
で
環
境
対
応
を
求
め
ら

れ
る
現
代
に
お
い
て
、
環
境
へ
の

取
り
組
み
を
企
業
の
う
ち
に
閉
じ

る
べ
き
で
は
な
く
、
投
資
家
を
は

じ
め
と
し
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

へ
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
手
法
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
を
活
用
し

た
資
金
調
達
は
一
つ
の
有
力
な
選

択
肢
と
言
え
る
。

す
る
事
業
や
ア
セ
ッ
ト
に
環
境
へ

の
好
影
響
が
具
体
的
に
見
い
だ
せ

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か

も
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
と
見
せ

か
け
た
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
債

券
が
流
通
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
市

場
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
目
的
で

あ
る
。

で
は
、
Ｇ
Ｂ
Ｐ
が
発
行
体
に
求

め
る
情
報
開
示
は
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。
大
き
く
は
次
の
①
～

④
に
関
す
る
適
切
な
対
応
と
十
分

な
情
報
開
示
で
あ
る
と
言
え
る

【
表
】
。

そ
れ
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

に
よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
を
充
当

す
る
対
象
事
業
・
ア
セ
ッ
ト
に
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
。
16
年
時
点
で
発
行
さ
れ
て

い
る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
内
訳
を

み
る
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー


省
エ
ネ
事
業
、
運
輸
（
鉄
道
や
エ

コ
カ
ー
）
の
順
に
調
達
資
金
が
活

用
さ
れ
て
い
る
（
気
候
債
券
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
＝
Ｃ
Ｂ
Ｉ
調
べ)

そ
の

ほ
か
に
Ｇ
Ｂ
Ｐ
に
も
例
示
さ
れ
て

い
る
の
は
、
廃
棄
物
管
理
、
持
続

可
能
な
土
地
利
用
、
生
物
多
様
性

保
全
、
水
資
源
管
理
な
ど
で
あ
る

が
こ
れ
に
限
る
も
の
で
は
な
い


た
だ
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
と
名

乗
る
の
に
最
も
重
要
な
点
は
、
対

象
と
な
る
事
業
・
ア
セ
ッ
ト
が
い

か
に
環
境
に
好
影
響
を
与
え
る
の

か
と
い
う
定
量
的
、
定
性
的
な
イ

ン
パ
ク
ト
が
事
業
の
開
始
前
後
で

評
価
で
き
、
そ
れ
を
情
報
開
示
で

き
る
か
に
尽
き
る
。
そ
の
効
果
を

表
す
た
め
に
最
も
活
用
さ
れ
て
い

る
単
位
が
二
酸
化
炭
素(
Ｃ
Ｏ

２)

の
削
減
量
で
あ
る
。

近
年
、
物
流
業
界
に
お
い
て
も

側
の
動
き
を
見
て
み
た

い
。
特
筆
す
べ
き
は
、

14
年
に
欧
米
の
金
融
機

関
が
加
盟
す
る
国
際
資

本
市
場
協
会
が
公
表
し

た
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

原
則
（Green

Bond
P

rinciple:

Ｇ
Ｂ
Ｐ)｣

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
グ

リ
ー
ン
ボ
ン
ド
発
行
体

向
け
の
情
報
開
示
に
関

す
る
自
主
的
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
あ
り
、
大
き
く

二
つ
の
目
的
が
あ
る
。

１
点
目
は
、
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
の
流
通
に
よ

る
市
場
形
成
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
と
い
う
ラ
ベ
ル
が

付
い
て
い
て
も
、
そ
の

発
行
手
順
償
還
期
間


格
付
け
な
ど
が
国
レ
ベ

ル
、
発
行
体
レ
ベ
ル
で

異
な
る
た
め
に
セ
カ
ン

ダ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
流
通
市
場
）
が
拡
大
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
投
資
家
に

対
し
情
報
開
示
の
標
準
化
や
透
明

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
債
券
の

流
動
性
を
高
め
よ
う
と
い
う
目
的

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

２
点
目
は
、
最
近
よ
く
耳
に
す

る
語
で
も
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ

ッ
シ
ュ
」
の
防
止
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
実
際
に
は
調
達
資
金
を
充
当

同
原
則
に
署
名
し
た
約
２
０
０
の

国
内
金
融
機
関
の
う
ち
、
数
社
が

当
該
原
則
の
趣
旨
を
反
映
さ
せ
た

取
り
組
み
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
へ
の
投
資
を
実
施
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

次
に
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
流
通

に
大
き
な
役
割
を
担
う
金
融
機
関

出
来
事
と
し
て
、
15
年
12
月
、
全

て
の
国
が
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
に
合
意
し
た
パ
リ
協

定
が
採
択
さ
れ
た
場
で
、
総
運
用

資
産
11
・
２
兆
㌦
を
預
か
る
27
の

機
関
投
資
家
が
「
パ
リ
・
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
宣
言
」
を
発
表
し
た
。

こ
れ
は
、
署
名
機
関
が
長
期
に
わ

た
り
世
界
の
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
市

場
の
発
展
を
促
す
政
策
を
支
持
す

る
こ
と
を
誓
約
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
国
内
で
も
11
年
に
環

境
省
が
、
日
本
版
Ｐ
Ｒ
Ｉ
と
も
呼

ば
れ
る
「
持
続
可
能
な
社
会
の
形

成
に
向
け
た
金
融
行
動
原
則
（
21

世
紀
行
動
原
則
）｣

を
発
表
し
た


る
対
象
事
業
を
通
じ
た
環
境
へ
の

好
影
響
を
報
告
す
る
点
に
あ
る

【
図
１
】
。

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
発
行
体

は
、
当
初
は
世
界
銀
行
な
ど
の
国

際
開
発
機
関
が
中
心
だ
っ
た
が
、

14
年
以
降
は
海
外
を
中
心
に
自
治

体
、
民
間
企
業
、
金
融
機
関
に
よ

る
発
行
が
増
加
し
、
12
年
に
は
世

界
で
26
億
㌦
だ
っ
た
発
行
額
が
、

15
年
に
４
１
８
億
㌦
、
16
年
に
８

１
０
億
㌦
に
ま
で
拡
大
し
て
き
た

【
図
２
】
。

ま
た
、
近
年
で
は
政
府
が
グ
リ

ー
ン
ボ
ン
ド
を
発
行
す
る
動
き
も

見
ら
れ
る
。
16
年
末
に
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
が
、
17
年
１
月
に
は
フ
ラ
ン

ス
が
グ
リ
ー
ン
国
債
を
発
行
し
、

17
年
以
降
も
様
々
な
発
行
体
に
よ

る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
発
行
が
世
界

に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。

な
ぜ
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
が
投
資

家
か
ら
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。
ま
ず
投
資
家
の
動
き

を
見
て
み
た
い
。
大
き
な
流
れ
と

し
て
は
、
過
去
10
年
に
お
け
る
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
の
拡
大
が
考
え
ら
れ

る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
は
、Enviro

nment

（
環
境)

Social(

社
会)



Governance

（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の

３
要
素
に
配
慮
し
た
経
営
を
行
う

企
業
に
対
す
る
投
資
活
動
の
こ
と

だ
。06

年
に
国
連
が
定
め
た
責
任
投

資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
で
は
、
金
融

機
関
、
機
関
投
資
家

へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の

普
及
促
進
を
推
奨
し

て
お
り
、
17
年
１
月

時
点
で
当
該
原
則
へ

署
名
し
た
機
関
は
世

界
で
１
６
０
０
を
超

え
た
。
つ
ま
り
、
こ

う
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

家
た
ち
が
、
責
任
投

資
を
積
極
的
に
実
践

し
て
い
る
証
し
と
し

て
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

を
購
入
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

そ
れ
を
象
徴
す
る

こ
の
数
年
で
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

や
環
境
配
慮
債
と
い
っ
た
言
葉
を

ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
す
る
こ
と
が
増

え
た
。
国
内
の
発
行
事
例
で
は
、

２
０
１
４
年
の
日
本
政
策
投
資
銀

行
、
15
年
の
三
井
住
友
銀
行
に
続

き
、
16
年
に
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
、
野
村

総
合
研
究
所
が
相
次
い
で
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
を
発
行
し
た
。

直
近
で
は
、
東
京
都
が
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
の
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て

16
年
11
月
に
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
債

を
発
行
し
、
17
年
10
～
12
月
に
は

２
０
０
億
円
規
模
の
東
京
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
の
発
行
を
表
明
し
て
い

る
。
３
月
に
は
環
境
省
が
「
グ
リ

ー
ン
ボ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０

１
７
年
版
」
を
発
表
す
る
な
ど
今

後
も
国
内
で
の
普
及
促
進
が
進
む

と
想
定
さ
れ
る
。

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
と
は
い
っ
た

い
何
か
。
端
的
に
言
え
ば
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
や
環
境
不

動
産
、
生
物
多
様
性
対
策
な
ど
環

境
に
好
影
響
を
及
ぼ
す
事
業
活
動

の
た
め
に
資
金
調
達
を
行
う
債
券

の
こ
と
を
指
す
。
通
常
の
社
債
と

の
大
き
な
違
い
は
、
発
行
体
は
投

資
家
に
対
し
て
、
経
済
的
リ
タ
ー

ン
に
加
え
、
調
達
資
金
を
充
当
す

拡大するグリーンボンド市場

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
拡
大
で
注
目

物
流
業
界

調
達
可
能
性
高
い

／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

日
本
総
合
研
究
所
／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

日
本
総
合
研
究
所
／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

マ
ネ
ジ
ャ
ー

橋
爪

麻
紀
子

マ
ネ
ジ
ャ
ー

橋
爪

麻
紀
子

（
面
担

吉
田
周
作
）

協
力
機
構
を
経
て
、
２
０
１

２
年
よ
り
現
職
。
上
場
企
業

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
評
価
や
新
興
国
へ

の
事
業
進
出
、
イ
ン
フ
ラ
輸

出
Ｃ
Ｓ
Ｖ(

共
通
価
値
の
創

造
）
に
関
す

る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に

従
事
。
共
著

「
投
資
家
と

企
業
の
た
め

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
読

本｣(

日
経
Ｂ

Ｐ
、
16
年)



は
し
づ
め
・
ま
き
こ

上

智
大
学
卒
、
英
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
大
学
院
国
際
開
発

政
策
研
究
院
修
士
課
程
修

了
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
、
国
際

表 ＧＢＰが発行体に求める４項目

①資金使途①資金使途

②評価選定
プロセス

②評価選定
プロセス

③資金管理③資金管理

④報告・
情報開示

④報告・
情報開示

(注)ＧＢＰより日本総研作成

発行体は調達資金を環境面の裨
ひ

益
え き

を生む事業・アセットに
投資をしなければならないが、その投資対象となる基準を
示すべきである

発行体は対象事業・アセットへの投資基準を設けた上で、
どのようなプロセスで評価・選定しているかを公開すべき
である

発行体は調達資金を他目的の勘定から分けて管理するか、
それに準じるプロセスを構築し資金管理すべきである

発行体は調達資金の運用状況や、対象事業・アセットの概
要、その投資額、期待される環境面への好影響について定
期的に公開、更新をすべきである

第 3種郵便物認可７ 2017年(平成29年) 6 月22日(木曜日)寄　　　稿


